
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G
IGA

ス
ク
ー
ル
構
想
の
整
備
と
日
常
活
用 

日
常
的
に
使
う
こ
と
が
校
務
改
善
の
第
一
歩 

G
IG
A

ス
ク
ー
ル
構
想
は
、
日
本
の
教
育
現
場
に
お
け
る

I
CT

（
情
報
通
信
技
術
）
の
導
入
を
推
進
す
る
取
組
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
学
校
が
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。 

左
記
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
る
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
。 

１ 
日
常
業
務
で
の
活
用 

教
師
が
ま
ず
は
日
常
業
務
でI

CT

を
活
用
し
、
そ
の
便

利
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
授
業

計
画
の
作
成
や
児
童
生
徒
の
成
績
管
理
な
ど
に

IC
T

ツ

ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
効
率
が
大
幅
に
向
上
す
る
。 

          ２ 

授
業
活
用
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む 

日
常
業
務
でI

CT

活
用
の
体
験
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う

に
授
業
に

IC
T

を
取
り
入
れ
る
か
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か

む
こ
と
が
で
き
る
。 

     

 

 

３ 

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
の
導
入 

無
理
な
く
、
少
し
ず
つ
授
業
にICT

を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、
最
初
は
簡
単
な
ク
イ
ズ

や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
こ
と
か
ら

始
め
、
徐
々
に
授
業
全
体
にICT

を
活
用
す
る
範
囲
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

    

こ
れ
ら
の
校
務
の
情
報
化
は
、
「
①
業
務
の
軽
減
と
効
率

化
」
「
②
教
育
活
動
の
質
の
改
善
」
へ
と
つ
な
が
る
。 

 

先
進
校
実
践
か
ら
学
ぶ 

 

こ
こ
で
、
文
科
省｢S

tuD
X 

St
yl
e

職
員
同
士
で
つ
な
が

る｣

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
先
進
校
実
践
事
例
を
紹
介
す
る
。 

 
 
 

【
職
員
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
】 

・
ク
ラ
ウ
ド
上
で
資
料
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
印
刷
、
製
本 

の
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
個
人
的
に 

必
要
な
ペ
ー
ジ
の
み
を
印
刷
す
る
こ
と
で
、
用
紙
や 

イ
ン
ク
の
節
約
に
な
る
。 

・Web

会
議
ソ
フ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
遠
隔
会
議
を
行 

い
な
が
ら
会
議
資
料
等
の
資
料
が
閲
覧
で
き
る
た
め
、
全 

員
で
職
員
室
に
集
ま
る
こ
と
な
く
、
時
間
を
効
率
的
に
使 

う
こ
と
が
で
き
る
。 

【
離
れ
て
い
て
も
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
て
情
報
共
有
】 

・
各
種
資
料
を
共
同
編
集
で
作
成
す
る
。
例
え
ば
、
指
導
案 

作
成
を
複
数
校
の
教
師
で
意
見
交
換
し
な
が
ら
共
同
編

集
す
る
こ
と
で
、
集
ま
る
負
担
を
削
減
で
き
る
。 

・
表
計
算
ソ
フ
ト
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
共
有
化
し
て
、
様
々 

な
情
報
を
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
入
力
で
き
る
よ
う

に
す
る
。→

個
人
が
意
見
を
集
約
し
て
共
有
す
る
手
間

と
時
間
が
削
減
さ
れ
る
。 

【
授
業
研
究
会
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
活
用
】 

・
こ
れ
ま
で
は
、
意
見
等
を
付
箋
に
書
き
出
し
、
拡
大
し
た

指
導
案
に
貼
っ
て
、
付
箋
操
作
を
し
な
が
ら
意
見
の
共
有

や
集
約
を
し
て
い
た
。→

ク
ラ
ウ
ド
環
境
の
共
同
編
集
機

能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
各
参
加
者
が
意
見
を
書
き
込
ん

で
い
く
の
で
、
共
有
に
費
や
し
て
い
た
時
間
が
圧
倒
的
に

短
縮
さ
れ
、
協
議
の
時
間
を
十
分
確
保
で
き
る
。（
職
員
研

修
の
質
向
上
） 

【
出
典
】
令
和
６
年
度
学
校
教
育
の
情
報
化
指
導
者
養
成
研

修
（
水
谷
年
孝
）
講
義
資
料 

 

本
研
究
所
に
お
け
る
研
修DX

・
校
務DX

の
推
進 

・
各
種
研
修
会
の
内
容
・
効
果
性
を
鑑
み
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド

＋
対
面
で
の
研
修
の
充
実 

・
各
種
研
修
受
講
対
象
者
へ
の
研
修
資
料
提
示
、
報
告
書
な

ど
の
提
出
、
連
絡
事
項
をGo

ogl
e 

Cla
ssr

oom

を
活
用

し
て
負
担
軽
減
。 

・
一
人
一
台
端
末
を
活
用
し
た
職
員
研
修
の
推
進
（
教
師
も

生
徒
と
同
じ
環
境
で
学
べ
る
研
修
） 

・
「
学
校
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
編
集
操
作
の
講
座
を
開
催
」 

 
 

※
日
時
、
内
容
な
ど
詳
細
は
、
後
日
周
知
。 

・
「
那
覇
市ICT

情
報
教
育
推
進
部
会 

実
践
事
例
サ
イ
ト
」
に
て
、
授
業
や 

校
務
等
、
様
々
なICT

活
用
事
例
を 

掲
載
。 

令和６年度 10月号 

所長  棚原 歩 

<

校
務
で
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す
る> 

 

・
名
簿
・
在
籍
デ
ー
タ
等
の
共
有
に
よ
る
省
力
化 

・
帳
票
作
成
の
省
力
化
・
時
間
短
縮
・
負
担
軽
減 

・
各
種
児
童
生
徒
情
報
の
蓄
積 

・
情
報
共
有
に
よ
る
指
導
の
質
の
向
上 

 

・
保
護
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化 

・
教
育
のICT

活
用
力
向
上
に
よ
る
授
業
改
善 

 

・
学
校
経
営
の
改
善 

・Go
ogl

e Cl
ass

room

な
ど
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
児
童

生
徒
と
の
交
流
や
課
題
の
配
信
・
提
出 
 

・ICT

を
活
用
し
た
授
業
参
観
や
模
擬
授
業
の
体
験 

 

・
校
内
研
修
な
ど
でICT

を
活
用
し
、
授
業
と
同
じ
環
境

で
学
び
を
体
験 

・
簡
単
な
ク
イ
ズ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
カ
メ
ラ
機
能
を
活
用 

・
共
同
編
集
で
学
習
の
ま
と
め
、
振
り
返
り
で
相
互
参
照 

10月 教育研究所事業 
3日（木）第 123期教育研究員入所式 

8日（火）研究員：テーマ検討会 

22日（火）研究員：項立て検討会 

24日（木）ICT情報教育推進部会 

30日（水）ICT情報教育推進部会（オンライン） 

31日（木）初任者研修⑪       

 

□情報教育推進部会 

オンライン 10/30 

□初任者道徳代表授業 

 

 

 

       

令和６年度 第 12３期教育研究員 

10/7(月) 研修① 研究のすすめ方Ⅰ（計画～全体構想） 

10/9(水) コミュニケーションスキル講座（吉田文子氏） 

10/10(木) 研修② 研究の進め方Ⅱ（検証授業など） 

10/16(水) 所長講話「研究の心構え」 

10/25(金) 演習「テーマ・仮説と理論の整合性について」 

 

 

入所式 10／3 
所長講話 

10/16 
コミュニケーションスキル講座 

10/9 

オリエンテーション 10／7 テーマ検討会 10／8 

□中堅研指導主事参加授業（9/3～10/30） 

大道小 兼本清寿 教諭 10/29 安岡中 當眞 望 教諭 10/29 

□次年度研究員募集 
◎応募期間 

  R6 10/1～11/30 
 

◎応募方法等は、 

右のQRコード 

から、ご参照 

下さい。 

鏡原中 新垣友望 教諭 10/31 石嶺小  兼島修一朗 教諭 10/31 


